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モンゴルにおける障害児者の状況に関する現地調査報告 ( その2 )
~ ウランバートル市と地方都市におけるイ ンクルーシフ教育と障害者の医療 ・ 福祉~
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本学特別支援教育 GP における国際協力プログラムの一環で、 モンゴル教育大学との研究交流を行った際、 現地のイ ン
クルーシフ教育と障害者の医療・福祉の状況についても調査を行った。2012年の新政権発足以降、 障害児者や子どもにつ
いての政策が展開し始めている。 それを受けるように、 イ ンクルーシフ教育のための学校整備とともに、 モンゴル教育大
学に特別支援教育学科が設置される運びとなるなど、 専門家の養成も進み始めている。 現場では、 予算や専門家が足りな
いという状況に変わりはないものの、 今後の展開が期待できる状況となっている。 
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では、 イ ンクルーシフ教育のために、 学校教員に障害児
のこ と を理解するためのカリキュラムの検討とテキスト
の作成、 各種講義と現地調査を行った。









2012年 6 月に、 民主化以降6 回目となる総選挙が実施
された。 この選挙では大幅な選挙制度改革が実施され、









し、 大学で学ぶ機会を向上させる” ことが示されている。 
こ の新政権発足にあわせて省庁再編も行われ、
Population and Developmental M inistry が新設され、 そ
の省で、 子ども、 女性、 障害者に関することを一括して
対応することになったという情報を得た。 また、 教育省
にはイ ンクルーシフ教育の部局が新設されたという こと
も聞いている。 なお、 モンゴルダウン症協会会長s . オ
ユン氏は国民勇気・ 緑の党の党首で、 新内閣では自然環







ている。 日 ・ モンゴル間では、2010年に “戦略的パート
ナーシップ” の構築が共通の外交目標と して掲げられ、
2013年 3 月に安倍総理大臣がモンゴルを訪問した際には、
これを深化させるために、 政治 ・ 安全保障、 経済、 人的
交流 ・ 文化交流の3 つの分野の協力を強化していく こと
で一致した (外務省資料)。 
II インクルーシフ教育の概要と現状
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石 倉 健
何らかの障害のある者 (児を含む) に関する教育の全て

























ることになる。 このよう な形式での卒業の場合には、 卒




ので、 それに従っている。UB の場合には、 区役所に教







石倉 (2012) は、 ここに国内の言語治療センターが設
置されていると報告したが、 筆者らが訪問した2012年 9 
月時点では、 その担当者が退職をしたために言語治療室
は閉鎖されていた。
小学校 3 年生クラス (10人) の授業を参観。筆者らが
訪問することにあわせて、 あらかじめ念入りに準備した
と思われる授業が行われる。 授業は 「秋」 をテーマにし
52 
た文章作り。 「秋になる」 「秋は野菜できる」 「秋はキャ
ベツ、 ジヤガイモできる」 「秋はキャベツ、 ジヤガイモ、
玉ねぎできる」 といった文章を作り、 それを教師が板書
し、 生徒はそれをノートに書いて、 そして覚える、 とい
う手順で進められる。 さらに、 これらの単語を活用して
発音の練習と5 までの数を数える練習も行われる。 大半
の 6 ~ 7 人の児童はこう した授業についていけているが、
明らかに知的障害があると思われる小頭症らしい児童は、
イスにじっと座っておく ことができず、 教師がずっと手




障害種は脳性マヒ14人、 ダウン症5 人、 知的障害6 人と
いう ことであった。 担当教師は、 この子たちに何を指導
してよいのかが分からないととまどいをみせていた。 
写真1 第70学校 3 年生クラスの授業の一 コマ
(3) 第55学校 (知的障害)









児童が 1 年 A 組で10人、 7 歳で入学した児童が1 年 B 
組で10人、 8 歳で入学した児童が1 年 c 組で11人、 9 






1 週間に2 回行われる。 この学校では治療体育を受け持
つ教員は1 人で、担当する児童生徒は19人。 この教員は、
JIc A から派遣された元養護学校教員の指導を受けてい
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た。
言語治療の授業を担当するのは、 ロシアで勉強をして
きた教員4 人。 担当する児童生徒は56人で、 基本的にマ
ンツーマンで実施している。 この授業も子ども1 人当た
り20分で、1 週間に1 ~ 3 回実施されている。 担当者は、










現在、 1 ~ 12年生に340人の生徒が在籍。 そのうち180人
ほどが、 田舎から出て来ているので寮生活を送っている。 
生徒の年齢は 6 歳から24歳とばらつきがある。 田舎から
出てく るよう な人の場合に、 高年齢となる場合が多い。 





は33人が入学したが、 その中で8 人が全く聞こえず、 他





覚の 2 人の医師が勤務している。 この聴覚の医師は、 こ
の学校に勤務して21年目になる。 その医師の話しによれ
ば、 聴覚障害の原因として、 以前は薬(ロシアが使って




1 ~ 2 年生は、 先生たちが作った特別の本で勉強し、
3 年生以上は基本的には通常教育の本を使用している。 
9 年生になると、 散髪や料理、 木工などの職業教育を積
極的に行っている。
5 年生の授業を見学する。 このクラスは11人で、 他の
クラスも1 クラス11人く らい。 担任の先生はロシアで勉
強して、 この学校で勤務して30年になる。授業は、手話、
口話、 指文字、 文字で行われている。 手話は、 以前はロ
シア手話であったが、 今はモンゴル手話を使用。













写真3 第29学校の外観 (入口) 
(5) 通常学校 (国立)






続けている。 そのため、 もともと640人用の建物と して
作ったのに、 今は1500人が在籍している。 そのため、 こ
の学校の小学校クラスでは特別に3 部制で授業をやって
る。 すなわち、小学校クラス( 1 ~ 5年生) の 1 部は朝
8 時から11時40分、2 部は11時40分から14時40分、 3 部
は14時40分から18時30分となっている。 中学校 ・ 高校
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( 7 ~ 12年生) (現在、 新体制に移行中のため 「6 年生」
という クラスは作っていない) は 2 部制で、 1 部は 8 時
から13時15分、2 部は13時30分から18時30分までとなっ
ている。 2008年から、小学校クラスは教科書が無償配布
になり、 中高は貧困家庭のみ配布となった。1 、 2 年生
は一 コマ35分で授業間の休態は5 分。 3 年生以上は40分
の授業で、授業間の休態は5 分。小学校は2 時間目と3 
時間目の間に15分の休態があって、 お茶を出している。 
そのう ち週に2 日はおかゆとアールシ (モンゴルの乳飲
料の一種) を出している。 あとの3 日はウッデインツア
イ (菓子パンみたいなもの) と小さな牛乳(140g) を出
している。 貧困家庭が多いという こともあり、 ウッデイ
ンツアイが好きな児童生徒は多い。
この学校では、 体育、 音楽、 労働授業(木工、 縫製) 
の授業に力 を入れていて、 木工や縫製の道具は米国
NGOのワールドビジョ ンが提供している。UB 市内の
バレーボール大会で2 位、 合唱大会も2 位になるなど、
実績もあげている。 ただIT環境は未整備で、 地域的に




(料金集め) をする子もいる。 9 年生を終わった時点で













る児童生徒も就学するよう になった。 そのため、 通常学
校に通う軽度障害の児童生徒への対応も課題になりつつ












Mc s という モンゴルの会社が、 世界に通用する人材を
育てよう と10年前に設立。 MCSはパソコンのDell をモ
ンゴル国内で取り扱ったり、 不動産業など多様な事業展
開をしている。 この学校の年間授業料は$ 5,000~ 9,000 
で、 庶民には払いきれない高額である。
生徒数は幼稚園から高校 (11年生) まで900人が在籍
し、 教員は122名。 どの学年も1 クラスは26名程度にし
ている。 朝8 時に始業で、小学生は2 時30分までだが、
その後もアフタ一 スクー ルの活動を17時頃まで行ってい
る。 小学生にもアフタースクー ルの部屋があり、 親が迎
えに来られない場合でも、 そう した部屋で過ごすことが
できる。 アフタースクールのためのアクテイ ビテイ (ク
ラブ活動のような印象) が幾つもあり、 ピアノ、 チェス、





フルで、 廊下には個人用ロ ッカーが並ぶ。 廊下の掲示板
には、 成績優秀者やスポーツや国際数学コ ンクールなど
で優秀な成績を収めた児童生徒の写真と名前が掲示して
ある。 校内には、 温水プールもある。 普通、 モンゴルの
人は泳ぐことがないので、 泳げないことが多い。 ここの
生徒はだいたい3 年生までに泳げるようになるという こ
とであった。 体育館とは別に、 ト レーニングジムも整備
されている。 パソコン室、 化学室、 生物室、 音楽室、 な
どの特別教室も整備されている。
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2 . アルハンガイ県の学校教育とイ ンクルーシフ教育
の現状
アルハンガイ県はUB のある中央 ( ト ウブ) 県の西に
あり、UBから車で7 ~ 8 時間の距離にある。 県の面積
は約52,500平方キロメートル(中国地方 5 県と四国地方
4 県をあわせたく らい) で、 人口は約10万人。19の村と




が専門スタ ッフ。 教育庁の主な役割は、 学校教員の仕事
をチェ ックしたり、 教育省の命令を学校に通達するなど
の業務。 担当の部門としては、 保育園、外国語、 モンゴ
ル語、小説や詩、技術、文化(博物館、 図書館、文化セ
ンターも含む)、 数学、 化学、 生物、 社会学、 統計 ・ 情




2011年のデータでは、2 ~ 8 歳の学齢期 (保育園対象
も含む) で学校園に通っている子どもたちは19,900人。 
県全体で障害のある子どもは1,300人で、 そのう ちの963 
名が学校に通っているという ことであった。 アルハンガ
イ県には特別学校がないため、 これらの子どもたちは普
通学校に通っている。 障害の内訳は、 保育園( 2 歳~ 5 
歳) で視覚障害6 人、 聴覚障害1 人、 言語障害9 人、 知
的障害 3 人、肢体不自由12人、合併症3 人、 の合計34人。 









ない子どもたちのために、6 ~ 8 月の時期に、 先生たち
が移動式学校 (ヌードリ ン ・ ゲル ・ ソルボル) に行って
教えるプロジェクトも実施している。 そう した取り組み
もあわせて、 今では5 歳 8 カ月から6 歳 8 カ月の間にみ
んな学校に入学する状況が整いつつある。 
3 . イ ンクルーシフ教育のための教員養成について





















らない、 子育てをどう していいかわからない、 子どもと
の関係をどうすればいいかわからない、 といった相談内
容が多いという ことであった。
センターに通う ことより も、 センターからの家庭訪問
を中心的な方法と している。 予算が少ないために専門ス
タッフを雇用できず、 学生ボランティ ア(モンゴル教育
大学の2 年生または3 年生) が対応しており、 相談につ
いての知識や経験が不足しているという困難点があった。
このセンターの家庭訪問に同行する。 u B市中心部近
く にあるゲル集落の中で、 7 ~ 8 歳く らいの重度重複障




















(2) National Rehabilitation Center ( 国立リハビリテー
シ ョ ンセ ンタ )ー
2011年に旧センターの隣接地に新しい建物ができて規
模が拡大し、治療や機能訓練を行う病院部門、 義肢装具
部門、 職業訓練部門、 地域交流部門の4 部門が設置され
ている。 このセンターは国内唯一の職業リハビリセンタ一 
で、「機能発達」 「就労支援」 「生活と環境の向上」 を目
的と している。 センターと しては今後、 「外国機関との
交流を増やす」 「道具をたく さん作る」 「センター教員の




けるこ と もできる。 医師、 看護師の他に理学療法士
(PT) と作業療法士 (OT) も勤務している。 PTはモン
ゴル医学大学で学んでいるが、OTは特別なコースで学
んだわけではなく 、 元々は看護師であったが、 JICA の
メ ンバーと働く中でOTのことを学んだということであっ
た。














と表記してある。 ヨーロ ッパのカ ト リ ック系の団体が
1997年に設立。最大受け入れ人数は30人で、毎日6 ~ 23 
歳の22人が来所している。 自立できないく らいに障害の












行われていた。 担当の先生は2 人。 9 時から5 時までの
時間割があり、 学校と しての機能と学童保育的な機能を
持っていると思われる。 隣のクラスは、 やや大きい子た
ちが6 人で、 身の回りのこと(掃除、 タオルや洗濯物を






写真 6 ソロンゴセンター の1 室
(4) 第10治療保育園
現在は、 1 ~ 12歳の子ども120人が通う。 午前8 時か
ら午後5 時までをここで過ごすことになる。 スタッフは
49人。 入園は、 親が申し込みをすることが多いが、 たま
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という ことであった。
モンゴル医学大学の理学療法コースで学んだ理学療法




















を行っている。 UB を訪れるたびに、 街が整備され、 様々
な体制も変わっており、 急激な発展をしている真っ最中
の国であるという印象を強く受ける。 平原や砂漠の中の
町がどう なのかは分からないが、 少なく ともUB につい







こう した状況にあって、 日本のイ ンクルーシフ教育あ
るいは障害児者支援のための知識や技術がどの程度モン
ゴルで受け入れられるのかは、 諸外国との比較競争の中
にあると言える。 すなわち、 モンゴルが今後、 障害児者
57 
支援のための制度を整え、 教員養成も含めた専門家養成
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